2011年3月1日まで社外秘

新型レンジローバー・イヴォーク ―それぞれのお客様に合わせたパーソナライズ化が可能に
· レンジローバー史上、最も小さく、最も軽く、最も燃費のよいレンジローバー
· フルタイム4WDと4気筒ターボ･エンジン、最新の6速ATトランスミッションの組み合わせが卓越した動力性能と燃費を提供
· 新しい240bhp*の2.0リッター Si4ターボエンジンは、6気筒の洗練および動力性能と4気筒の燃費を両立

· マグネライド™(MagneRide™)を擁するアダプティブ・ダイナミクスが全地形にわたってダイナミックで俊敏なハンドリングを実現

· ランドローバーのテレイン・レスポンス® (Terrain Response®)を備えた全天候、全路面の走破性

· 8インチ・タッチスクリーン・ディスプレイ、サラウンド・カメラシステムなどを含む革新的なレンジローバー技術の数々
· お客様のニーズに合わせたパーソナライズが可能なオプションの幅広い配列
· クーペと5ドアモデルの選択肢に加え、色と装備の数え切れないほどの組み合わせを用意
· 発売に先立ってバズ（口コミ）を生み出す革新的な“パルス・オブ・ザ・シティ”キャンペーン
· 40名以上の影響力のある“シティ・シェイパー”をエキサイティングなインタラクティブ・オンライン・アクティビティに起用
· イヴォーク風のワイヤーフレーム彫刻が、世界の主要都市で注目を喚起
· 世界160ヵ国で発売。米国発売は2011年秋。（日本発売は2012年春の予定）
· メーカー希望価格はおよそ45,000米ドルから。

2011年3月1日、ジュネーブ発 – レンジローバー史上最も小さく、軽量で、燃費が良いエキサイティングな新型レンジローバー・イヴォーク。　その魅力を高めるスタイリッシュなパーソナリゼーション・オプションが2011年のジュネーブ・モーターショーで登場しました。
スタンドに展示されたクーペと5ドアモデルは、レンジローバー・イヴォークのパーソナナリゼーション・オプションの幅広さを強調したものとなっています。このオプションはすべてのお客様に対し、それぞれのライフスタイルに合わせたイヴォークを仕立てていただく機会を提供するものです。コントラストをなすルーフカラーや美しく仕立てられたデザイナーズ・インテリアなど、数え切れないほどの色と装備の組み合わせが可能となっています。

発売に向けた準備が整った時、イヴォークの大胆かつ急進的なアプローチに魅了されてきた潜在顧客たちの間では、より大きなバズ（口コミ）が形成されていることでしょう。

そのバズ（口コミ）の共通認識の大部分は、レンジローバーの“パルス・オブ・ザ・シティ”キャンペーンに端を発しています。このキャンペーンは、一連のインタラクティブ・イベントやソーシャルメディア活動を通じ、世界中の観衆とリンクしています。
また、このキャンペーンは、40人を超える“シティ・シェイパー”と呼ばれる人々の寄与を特徴としています。“シティ・シェイパー”とはファッション、デザイン、音楽、映画の分野で影響力を持つ人物たちのことで、世界中の主要な都市を活動拠点としています。

グローバル・ブランド・ディレクターのジョン・エドワーズは次のように述べています。「新型レンジローバー・イヴォークは、パリとロサンゼルスでの一般公開の後、圧倒的な歓迎を受けました。」　「ご購入の見込みがある方の多くは、これまでランドローバー製品を考慮してこなかったお客様たちですが、それにもかかわらずイヴォークが提供するユニークなデザイン、プレミアムなテクノロジー、コンパクトなボディサイズといったものにわくわくしていらっしゃるのです。」

魅惑的なオプションの数々
お客様はデザイン、トリム、テクノロジーからなるオプションの魅力的な品揃えの中から、自分自身のレンジローバー・イヴォークを仕立てることができます。それにより、それぞれの車はお客様自身の嗜好やライフスタイルを満たしたものとすることができるのです。

その選択肢は、デザイナー・エクステリア･パックから、対比的コントラストをなすルーフやスポイラーの色、完璧にしつらえられたデザイナー・インテリア、あるいは室内の快適性や楽しさを最大限に広げる一連の適切で価値のあるテクノロジーまでに及びます。

ランドローバーのデザイン・ディレクター、ゲリー・マクガバンは「お客様たちは車で自己主張をしたがっています。我々はそういったお客様に、ご自身の新しいイヴォークをパーソナライズする多くの機会を提供します」と述べています。

またマクガバンは、こう付け加えています。「提供されているオプションは多岐に及びますが、一方でお客様はご自分のセレクションを導き出すために、我々の“デザイナーズ・チョイス”をご利用になることもできます。これはそれぞれの個性を表現するために、色と素材の組み合わせを慎重にコーディネートしたものです。」

3つのスタイリッシュなデザインテーマ

レンジローバー・イヴォークでは、お客様自身がインストルメントパネル、ドア、シートなど、ほとんどすべての表面で豪華なフィニッシュを与えるソフトでプレムアムな革を使用したり、美しく仕立てられたツインニードル・ステッチを施した、贅沢にしつらえた室内を指定することができます。

また、イヴォークではトリムの伝統的なヒエラルキーを用いるのではなく、お客様が3種類のスタイリッシュなデザインテーマから選択できるようにしました。その3種類とは、クールでコンテンポラリーな“ピュア”、豪華な“プレステージ”、そして大胆でスポーティな“ダイナミック”です。

お客様はさらに、異なるデザイナー・インテリア、オプションパック、単体のアクサセリーアイテムを使って、これらのテーマを仕上げていくことが可能です。これにより、自分自身が選択した車をデザインしていくうえで、より自由を得ることができます。
トータルチョイス

ルックスに関連したアイテムを考えただけで、オプションの範囲はこれほどまでに及びます。

●12種類のボディカラー

●3種の対比的コントラストをなすルーフカラー

●5種類のアルミホイールデザイン。サイズは18インチから20インチまでをカバー

●14種類のデザイナー・インテリア

●4種のメタルフィニッシュと2種のコンテンポラリーなウッドパネル

●3種のヘッドライナーカラー

●照明付アルミとクロームのトレッドプレート

●フルサイズの固定式パノラマ・ガラスルーフ

●ブラックもしくはクロームのルーフレール

これらのアイテムを補うために、快適性と便利さを追求したテクノロジーの幅広い選択肢が用意されており、その中には、センセーショナルな825Wのメリディアン・サラウンドサウンド・システム、後席エンターテインメント・パッケージ、電動テールゲート、マグネライド™(MagneRide™)を搭載する先進のアダプティブ・ダイナミクス・システムなどが含まれています。

オーナーはまた、レンジローバーのオフィシャルアクセサリーの非常に幅広いセレクションの中から選ぶこともできます。アクセサリーのレンジは、エクステリアやインテリアのスタイリングだけでなく、実用面に関連した積載や牽引に関する装備の包括的な選択肢を含んでいます。

光り輝くサイドプロテクション・シルチューブやスポーツペダルからルーフキャリアシステム、あるいはフルトーイングキットまで、装備のほとんどはレンジローバー・イヴォークのためだけに特別に開発されたものです。

多用途なラゲッジ積載システムは、ロードスペース・ストウェイジ・レール（荷室積載レール）の追加によって実現可能となります。これは原理的には、シートベルトと同様の方法で動作する慣性作動式ロックリールを備えたストラップがラゲッジエリア内のアイテムの移動を防ぐようになっています。

スペースと多用途性

より高いリアルーフラインを持つおかげで、イヴォークのクレバーなインテリアのパッケージングには豪華な室内にさらなる空間と多用途性が加わっています。

荷室フロアの下の慎重デザインされた積載エリアがエクストラの容量を追加し、一方ロードスペース・ストウェイジ・レールがラゲッジコンパートメント内の荷物を保護します。また、5ドアモデルは、ラゲッジ容量を拡大させることが可能な60/40可倒式のリアシートを備え、リアシートを畳んだ状態で51キュービック・フィート（1445リッター）と余裕ある容量を誇ります。

フルサイズの固定式ガラスパノラマサンルーフは、クーペと5ドアの両方で広々した感覚と快適性を高めると同時に、遮るもののない素晴らしい展望を乗員全員に提供し、室内を自然の光で満たします。
ダイナミックなハンドリングと楽々とした、洗練されたパフォーマンス

ランドローバーのエンジニア達は磨き抜かれた運転体験、すなわちダイナミックでスポーティなハンドリングと、レスポンスに満ち、楽々と余裕のある動力性能をお客様に提供すべくレンジローバー・イヴォークを開発しました。

この車は、確かな手応えを持つ俊敏なハンドリングと、しなやかで制御の効いた乗り心地の非常に優れたバランスを提供する、先進のマグネライド™(MagneRide™)ダンパーを擁する洗練されたアダプティブ・ダイナミクス・システムが指定できます。

ランドローバーのプログラム・ディレクター、マレー・ディーチはこう語っています。「我々は、街中での運転においてさえもお客様が運転しがいのある体験得られるよう、この車を俊敏で、運転が楽しい車にすることに注力しました。マグネライド™(MagneRide™)などの先進テクノロジーにより、こうしたダイナミックで優れた能力を、最上級の洗練性や快適性を犠牲にすることなく得ることができました。」

真のレンジローバーとまったく同じように、レンジローバー・イヴォークはランドローバー・ブランドの特質である全天候、全地形における高い走行性能を有しており、ランドローバーの象徴ともいえるテレインレスポンス・システムの最新バージョンによって強化されています。

イヴォークでオフロードに行くドライバーは、地上高にきわめて余裕があることに加え、積極果敢なブレイクオーバーアングル、デパーチャーアングルを有している事を知って、改めて安心するでしょう。

レンジローバー･イヴォークは、なめらかで反応の早いターボチャージ･エンジンを備えています。240psを発揮する先進の2リッターSi4ガソリンエンジンは、直噴とターボチャージとツイン可変バルブタイミング機構を組み合わせ、並外れたドライバビリティと燃料効率を実現、0－60mphに7.1秒で到達します。
サステナビリティ（持続可能性）への真摯な取り組み
コンパクトな設置面積と先進の技術を有するレンジローバー・イヴォークは、レンジローバー・ブランドの環境サステナビリティ（持続可能性力）へのコミットメントを強調しています。

ボディとシャシーのすべてにおいて、最適な効率を引き出す軽量構造技術が採用されています。また、最先端の新型ガソリンエンジンには、直噴とターボチャージングの技術が投入されています。イヴォークはまた電動パワーアシストステアリング（EPAS）などのCO2低減システムが採用されているだけでなく、使用後のリサイクル性を最大限に高めた設計も施されています。

唯一無二のイヴォーク

ランドローバーのデザイナーとエンジニアは、他に類を見ない革新的な技術を多数開発し、レンジローバー・イヴォークを群衆から際立つ存在としました。

レンジローバー・イヴォークはキセノン･ヘッドランプを備えており、最初に目に止まるのはフロントランニングライトの力強いシグニチャー・グラフィックです。これは革新的なLEDライトブレード技術によって実現しました。同様のグラフィックはLEDのテールランプで繰り返されており、宝石のような3Dペタルデザインが採用されています。

夜間に車に近づけば、フロントドアに沿った大胆なレンジローバーのグラフィックを目にすることでしょう。これは“パドルライト”による照明で、ドアから照らされています。

室内に入れば、さらに特別な仕掛けがあなたをもてなします。インテリアディスプレイが振り付けアニメのスタートアップ動画とともに生き返り、回転式シフトセレクターがドライバーの手の中へ静かにせり上がり、“挨拶”を終えます。

LEDのアンビエントライトは高精度で洗練された照明を室内に提供、ダイナミックモードを選択した際にはスポーティな赤い配色がインパネのメーターとディスプレイと同様に室内を満たします。

プレミアムテクノロジーが満載

レンジローバー・イヴォークには最新技術が投じられた包括的なオプション群が用意されており、操作性、情報機能への接続性、快適性、実用性の点において、より大きなレンジローバーと同等の内容になっています。

操作システムの中心には、くっきりとしたグラフィックスとシンプルで直感的なメニュー構造を擁するレンジローバーの８インチの高精細タッチスクリーンディスプレイが配されています。

テクノロジーに通じたお客様なら情報機器の接続に関する幅広いパッケージが用意されていますので、お好みの方法を選ぶことができます。これにはBluetooth®ハンズフリー携帯電話、オーディオ・ストリーミング、iPod®や他のポータブル機器のためのUSB端子やAUX入力端子が含まれています。

またイヴォークは、ハイエンドに特化したオーディオメーカーのメリディアンとのパートナーシップで開発された素晴らしいサウンドシステムを備える最初のレンジローバーです。メリディアンが手がけたのは825Wの17スピーカーシステムで究極のサラウンドサウンド性能を発揮します。

その他、レンジローバー・イヴォークのお客様に提供される装備は次のとおりです：

· 5つのデジタルカメラを備えたサラウンド・カメラシステム。リバーシング機能も含まれています。
· ハードディスク・ナビゲーションシステム

· AM/FMに加え、Sirius®チューナー、およびHDデジタルラジオチューナーを装備

· ８インチ（203mm）液晶モニター、デジタル・ワイヤレスヘッドフォン、タッチスクリーン・リモートコントロール機能を備えた後席エンターテインメント・パッケージ

· パッシブ・キーレスエントリーシステム

· 電動テールゲート

· 自動減光機能付きキセノン・アダプティブ・ヘッドランプ

· ヒーテッドウィンドスクリーン、前席シートヒーター、ステアリングヒーター

高まる期待

レンジローバー・イヴォークが発売にいたるまでのスケジュールにおいて、世界中の観衆の間で、このエキサイティングな新車に対する期待は次第に高まっていくことでしょう。

なぜならレンジローバーは、パルス・オブ・ザ・シティとよばれるプロジェクトを中心に据えた革新的なキャンペーンをサポートしているからです。このプロジェクトは、世界中の主要都市での生活を賛美するために、ソーシャルメディアやインタラクティブなオンライン活動と連動しながら、世界中の参加者を巻き込んで展開していきます。

「機敏なハンドリング、コンパクトなサイズ、グリーンなパフォーマンスを備えたレンジローバー・イヴォークは、都会のドライブに理想的に適しています。ですから、我々のパルス・オブ・ザ・シティ・キャンペーンが都会生活の精神を取り込むことに焦点を絞っていることにもぴったりきます。」と、ランドローバーのグローバル・ブランド・ディレクターであるジョン・エドワーズは述べています。

さらにエドワーズはこう付け加えています。「このキャンペーンはすでにこのクルマの周辺に大きなバズ（口コミ）を作り出しています。我々はパルス・オブ・ザ・シティにさらに多くの方々に参加していただき、（作品を）寄与していだだくことを期待しています。」
シティ・シェイパー

パルス・オブ・ザ・シティ・キャンペーンは、40人を超える“シティ・シェイパー”と呼ばれる人々からの寄与を特徴としています。彼らはファッション、デザイン、音楽、映画といった分野の影響力のある人物たちで、自分たちが住んでいる都市を形作るうえで重要な役割を果たしています。

発売時期には、世界中の“シティ・シェイパー”は、それぞれのお気に入りの都市での行路（ジャーニー）が追跡されることになります。ルートはその行路についてのコメントとともにhelloevoque.comにアップされ、彼らの都市環境に対応した、生きたインタラクティブガイドを生成します。

iPhoneやアンドロイド端末で利用可能な無料のパルス・オブ・ザ・シティ・アプリケーションを使用し、個々の人は自分たちの行路を記録したり投稿したりすることで、会話への参加が可能となります。

グラミー賞を受賞したロサンゼルスを拠点とするロックバンド、OK Go（オーケー・ゴー）は、行路を記録した最初のシティ・シェイパーでした。LAの道を8マイル、OK Goという文字を綴るようにミュージカルパレードの旅に出ました。

パルス・オブ・ザ・シティが広まるにつれ、レンジローバーはシティ・シェイパーや他のアプリケーション・ユーザーたちにもっと都市に関わっていくよう求めていきます。その返答はそれぞれの都市風景を進化させていきます。

その後、それぞれのシティ・シェイパーは、レンジローバー・イヴォークを自分たちのティストに合うようにパーソライズし、地元都市におけるライフスタイルの一部分として車両を使用します。

ワイヤーフレームの彫刻

発表イベントの一部として、イヴォークを模った素晴らしいワイヤーフレーム製の彫刻が、様々な有名な都市のロケーションで、お客様に車を紹介するために使われてきました。

最初の10個の彫刻の中には、有名なパリの芸術家によってアート・インスタレーション（美術展示品）へと作り変えられた4個も含まれており、これらはいずれもパリ・モーターショーでの車両の全世界初公開を祝うため、このフランスの首都で展示されました。

その4個は、アンドレ（AKA Monsieur A）、ジャン・シャルル・ドゥ・カステルバジャック（JCDC）、サーフェス・トゥ・エア（Surface To Air）、そしてヨルゴ・トゥルーパス（Yoｒgo Touplas）といった有名なパリのアーティストたちによってユニークなストリート・アート・インスタレーションに作り変えられ、ラグジュアリー、デザイン、サステナビリティ（持続可能性）、テクノロジーという、車両の主要な側面を示すテーマに焦点が当てられました。

イヴォークにインスピレーションを受けたこのワイヤーフレームは合計で40個作られ、シドニーのオペラハウス、ミラノ・ファッション・ウィーク、カリフォルニアのサンタ・モニカ・ビーチ、エジンバラ城、モスクワのソリャンカ・ギャラリー、またはブラジル・サンパウロのファッションウィークなど様々な場所で話題を提供してきました。

ワイヤーフレーム製イヴォークの旅の模様は彫刻の素晴らしい映像とともに地元のソーシャルメディアサイトやブログにレンジローバーによって記録されています。

より小さく、よりグリーンなレンジローバー

より小さく、よりグリーンなレンジローバーであるイヴォークは、画期的なランドローバーLRXコンセプトカーを現実へと転身させた車であり、そのランドマーク的なクロスクーペ・デザインの精神を忠実に捉えています。

レンジローバー・イヴォークはふたつの際立った仕様で提供されます： コンセプトカー・デザインを正確に反映した美しいクーペモデルと、エクストラの実用性とより幅広い多用途性を得るために若干高いルーフラインが与えられたスタイリッシュな5ドアモデルです。

レンジローバー・イヴォークはクーペと5ドアモデルの両方とも、レンジローバー・ブランドのコアバリューに忠実であり、クラフトマンシップ、豪華さ、動力性能、そしてランドローバーの定評ある全地形の走破性のプレミアムレベルを提供し、しかも、それをよりコンパクトなパッケージに縮小しています。
2011年秋から世界160ヶ国で販売

レンジローバー・イヴォークは英国マージーサイド州ヘイルウッドにある、数々の賞の栄誉に輝く工場で生産される予定です。世界160ヶ国以上で発売される予定で米国市場へは2011年の秋以降納車が開始される予定です。（日本導入は2012年春の予定）米国での価格は、大体45,000米ドルからのスタートとなる見込みです。
ランドローバーのグローバル・ブランド・ディレクターであるジョン・エドワーズはこう語っています。「レンジローバー・イヴォークはプレミアムな豪華さと別格の全地形走破性というブランドのコアバリューに忠実であるだけでなく、ダイナミックでスポーティなハンドリングが組み合わされています。美しいクーペと5ドアモデルは前例がないほどのカスタマーチョイスを提供し、このエキサイティングな新製品のアピールをより幅広いものとします。

1. 革新的なデザイン

新型レンジローバー・イヴォークによってLRXコンセプトは現実のものとなりました。それはレンジローバー・デザインの大胆な進化にほかなりません。お客様にはコンパクトでプレミアム、そして極めて魅力あるSUVを提供いたします。

画期的でオリジナルなクロスクーペであるイヴォークは、ほとんどミリ単位で、LRXコンセプトの見事なデザインを捉えています。その最先端のラインとスポーティで躍動的なプロファイルによって、レンジローバー・イヴォークはプレミアム・オフロード・クーペのための新しいセグメントを創出したのです。

レンジローバー・イヴォークはふたつの際立った仕様で提供されます。すなわち、コンセプトカー・デザインを正確に反映した美しいクーペモデル、そしてエクストラの空間とより優れた多用途性を得るために若干高いルーフラインが採用されたスタイリッシュな5ドアモデルです。

ランドローバーのデザイン・ディレクターであるゲリー・マクガバンはこう語っています。「レンジローバー・イヴォークは、クーペならびに5ドアモデルともは強烈なエモーショナル・アピールを有しており、LRXコンセプトのユニークでエキサイティングなスピリットをきっちりと受け継いでいます。」
大胆で新しい解釈をともなった、由緒正しきレンジローバー・デザインキュー
イヴォークの大胆なエクステリアは、特徴的なクラムシェルボンネット、フローティングルーフ、安定感のある“ホイールを四隅に配した”スタンスを含む、伝統的なレンジローバー・デザインキューの、エキサイティングで新しい解釈を特徴としています。

これまでのどのレンジローバーとも違い、ドラマチックにせり上がるベルトライン、車の全長にわたって走る筋肉質なショルダー、そして独特なテーパー形状のフローティングルーフラインと、イヴォークは躍動感に満ちた非常にダイナミックなプロファイルを採用しています。誇張されたくさび形のウィンドーによって形成される大胆なグラフィックは、ピラーをブラックアウトすることによって強調されています。

また、タイヤを四隅に押しやることで、車両のスタンスがより明確なものとなりました。 ホイールアーチはワイドですが、ボディにソフトに組み込まれています。さらに、車両のコーナーが慎重に削りとられたことで、前後とも視覚的なオーバーハングが劇的に減らされています。

フロントエンドのデザインは、レンジローバーのアイデンティティ、すなわち独特なヘッドランプと2本のバーをあしらった穴の開いたグリルによって形成される大胆な水平方向のグラフィックより、力強い主張をしています。

スタイリッシュなボディは、正確できちっと合ったシャットライン、ボンネットやボディサイドのエアベントのような印象的なディテールにより、プレミアムクォリティの感触を強く発散しています。また、イヴォークではキセノンヘッドランプを選択することができますが、LEDシグネチャーライトとテーパーするブレード状のウィンカー・クラスターの採用により、フロントとリアのスリムなランプには宝石のようなクォリティが与えられています。

レンジローバー・イヴォーク5ドアモデルのデザインは、クーペモデルから綿密に引き出されています。両モデルとも、全長および全幅は同じです。インテリアのスペースをさらに広げるため、リアのルーフラインのアングルは僅かに変更されており、5ドアモデルの全高は1.18インチ（30mm）ほど高くなっています。
「イヴォークのユニークなスタイルは、これまでSUVというものを考慮したことがなかったお客様、たとえば大胆で新しい自己主張をしたがっているプレミアムクーペのお客様を惹きつけることになるでしょう。」と、マクガバンは付け加えました。

モダンでスポーティなプレミアムインテリア

レンジローバー・イヴォークのインテリアは、力強くクリーンなアーキテクチャーを骨格として、レンジローバーが伝統的に用いてきたプレミアム品質の素材を使用し、それをより現代的でスポーティなスタイルで見せているといえます。

より大型のレンジローバーと同じように、キャビンの中央部分はインストルメントパネルによって構成される安定感のある水平要素と、センターコンソールのパワフルな垂直ラインの大胆な交差によって成り立っています。

さらにデザイナーたちは、LRXコンセプトのインテリアのスタイリッシュなフォルム、つまりドラマチックな傾斜を描くセンターコンソールと、インストルメントパネルのピュアで優雅なラインからもインスピレーションを得ました。イヴォークのデザインにはコンセプトで採用されていた傾斜のついたセンターコンソールの下にある特徴的なストレージが残されました。軽さと効率というテーマを反映した、こういったオープンな構造は、この車両の他の場所にも見つけることができます。

素材の完璧な品質とクラフトマンシップは、たとえばエアベントとセンターコンソールの水平方向のローラー式シャッターに施された平面的な処理といったインテリアの表面に対する、極めて現代的でクリーンな処理によって強調されています。

インストルメント・クラスターは曲線的でコンパクトなビナクルの下に収められており、インテリアのスポーティでプレミアムな感覚を強調しています。イルミネーテッド・チャプレット（縁飾り）とニードルがついた2つのメーターダイアルは表情豊かな三次元形状で、クロームリム仕上げのスポーティな円形ハウジングの奥深くにセットされています。

オプションのオールガラス製の固定式パノラミックルーフは自然光をインテリアに満たし、実際より広々として見えるキャビンの中でスペースと自由の感覚を強調しています。

ゲリー・マクガバンはこう説明しています。「このキャビンの豪華で現代的なフィールはコンセプトカーのエクステリアを完璧に補完しています。見事な素材とクラフトマンシップそして純粋で優雅なデザインは、これぞ真のレンジローバーのインテリアだと言えるものであり、それでいてよりスポーティな香りも持っています。」

レンジローバーのクラフトマンシップ、レンジローバーの素材

イヴォークはレンジローバー・レベルの品質とクラフトマンシップを車両のあらゆるディテールにおいて提供しています。プレミアムクォリティの最高の素材だけが細心の注意とともに選ばれ、完璧なティストとケアをもって用いられています。

おそらく、最もわかりやすい例はインストルメントパネルの上面を覆う豪華なレザーフィニッシュでしょう。素晴らしい感触とルックスのために厳選されたソフトで美しい高級皮革が用いられ、手作業で完璧なツインニードル・ステッチが施されています。

インストルメントパネルの中間部分も革で覆われており、これがドアパネルやシートに施された贅沢なレザートリムとともに究極に豪華な雰囲気を作り出しています。また、ステッチは、縫い目のサイズから使用する針の形にいたるまで、レンジローバーのエキスパートたちによって指定されており、いかなる時でも一点の曇りもないフィニッシュが保証されています。

革内装が指定されていないモデルでも、インストルメントパネルはツインニードル・ステッチが施されたプレミアム品質のソフトタッチな織物素材で覆われ、贅沢なインテリア体験を演出しています。
贅沢な革、あるいはソフトタッチな素材との大胆なコントラストとして、本物のメタルフィニッシャーが用いられ、力強い視覚的なハイライトを形成します。これはダッシュボード上の水平方向のストリップ、エアベントの枠、センターコンソールの両端に施された印象的な曲線を描くエレメントとして提供されます。
感触が冷たく、精巧に作られたメタルフィニッシャーは、上等なインテリア品質の触覚上および視覚上のリマインダー的な役割を果たしています。

LRXコンセプトを現実のものへ
レンジローバー・イヴォークはLRXコンセプトの美しいスタイルにきわめて忠実で、ほとんどミリ単位でそのデザインを捉えています。

コンセプトカーのデザインの精神を維持しつつ、インテリアの快適性やオフロードの走破性といったレンジローバーのコアバリューに一切の妥協も許さないということは、デザインとエンジニアリングのチームに途方もない努力を要求しました。

開発プロセスの間、LRXのデザインを完全に保つことに最も高いプライオリティが置かれました。また、コンセプトカーの外観を保つため、新しいテクノロジーやスマート・エンジニアリング・ソリューションが導入されました。

LRXコンセプトのデザインを維持することを助けた技術には以下のようなものがあります。

· まったく新しいボディストラクチャーとサスペンションのサブフレーム。LRXのスリークで低いプロファイルを提供しながら、素晴らしいインテリアスペースと伝統的なせり上がったコマンド・ドライビング・ポジションを実現。さらにオンロードとオフロードの快適性に必要とされる十分なホイールトラベルも確保。

· 超高張力のボロンスチールをAピラーとBピラーに採用。強度と安全性に妥協することなしに、ピラーのスリムな形状を維持。

· 低いクーペのルーフラインを維持しながら、広いレッグルームとヘッドルームを実現するために、ペダルポジション、燃料タンクの高さ、ドアストラクチャーなど含むインテリアパッケージの細部を最適化。

· 外観上、アンテナの追加を避けるために、ラジオ用アンテナとリアスポイラーのインテグレート化。

全面的な快適性と実用性をともなった画期的なデザイン

車両のパッケージングでは、クーペのスタイリングと高い走破性を備えたオフロード・ジオメトリー、十分な地上高の巧みな融合に成功しました。インテリアは乗員と荷物の両方を満足させる卓越した収容能力が用意され、伝統的なレンジローバーのコアエレメントであるコマンド・ドライビング・ポジションも実現されています。

ゲリー・マクガバンはこう語っています。「レンジローバー・イヴォークは、日々の快適性と汎用性を備えたコンセプトカー・ルックスの車として、両方の世界のベストをお客様に提供します。広さが演出されたキャビンから深く使いやすいトランクにいたるまで、イヴォークは我々のお客様の多忙で行動的なライフスタイルに理想的に合った車です。」

ドライバーは大型のレンジローバーより若干低い位置に座るため、スポーツ・コマンド・ドライビング・ポジションと呼ぶべき着座姿勢をとることになります。これはよりスポーティな感覚の強いポジションですが、重要なコントロールとコマンドの感覚はしっかり残っています。
スペースと汎用性

リアのルーフラインが高めなので、レンジローバー・イヴォーク5ドアモデルには豪華なキャビンにより広いスペースと汎用性が加えられました。

後席は3名の乗員に快適な空間を提供しており、各々の座席には3ポイント・セーフティベルトとヘッドレストがそれぞれ用意されています。伝統的なスポーツセダンよりも広々としたヘッドルームに加え、後席の乗員はクーペモデルよりも1・97インチ（50mm）広いショルダー・ルームの恩恵も受けます。
5ドアのボディスタイルによって広がったウィンドウエリアは、後席での光とスペースの感覚をさらに高めます。遮るもののない卓越した展望を提供するフルサイズのガラス・パノラミック・ルーフは感動をより強め、また、より広いヘッドルームを乗員全員に提供します。

レンジローバー・イヴォークのトランクは、広々として深く、シェイプは実用的な標準型です。荷室の幅はフルレングスのゴルフバッグがすっぽりと収まりますので、長めのクラブをバッグから取り出す必要はありません。
荷室の床下に設けられた、慎重にデザインされた荷積みエリアは、さらなる積載容量を与え、ロードレールがラッゲジ・コンパートメントの容積を確保します。より広いスペースと柔軟性を得るため、素早く、簡単にラゲッジ・スペースを拡大できる60/40ホールディング・リアシートが用意されており、5ドア･モデルのリアシートを折りたたむと51平方フィート（1445リッター）と十分な収容能力を誇ります。
レンジローバーのスマートキーシステムはさらなる利便性を追加するもので、キーレス・エントリーが可能です。リアのテールゲートは電動で開け閉めが容易、しかもキーフォブを使って自動的に開けられます
イヴォークをパーソナライズする
お客様はデザイン、トリム、テクノロジーからなる魅力的なオプション群から、自分自身のレンジローバー・イヴォークを仕立てることができます。そのため、それぞれの車はお客様自身の嗜好やライフスタイルを満たしたものにすることができるのです。

その選択肢は、スタイリッシュなエクステリアパッケージから、対比的コントラストをなすルーフやスポイラーの色、完璧にしつらえられたデザイナー・インテリア、あるいは室内の快適性や楽しさを最大限に広げる一連の適切で価値のあるテクノロジーまでに及びます。

ゲリー・マクガバンはこう述べました。「プレムアムカーを購入するようなお客様は、新しく購入したものを自分らしく仕立てたいと考えています。対比的なコントラストをなすルーフカラーからインテリアのメタル製トリムの感触にいたるまで、新型イヴォークはそれぞれのお客様に、かつてないほどご自身の車をパーソナライズできる機会を提供します。」

３つのデザインテーマ
レンジローバー・イヴォークは、3種の主要なデザインテーマの選択肢をご用意しています。それぞれ独自のキャラクターが与えられ、エクステリアのコーディネートや慎重にコーディネートされたインテリアパッケージも異なっています。その内容は次のとおりです。

· 　ピュア ― コンセプトカーの素晴らしいエクステリアとキャビンアーキテクチャーの純粋でシンプルな形状を際立たせるために中間色を用いた、スタイリッシュでクリーンなインテリアの組合せ。主要な部分を覆うソフトな手触りの素材が、本物の金属を用いたブラッシュアルミのトリムと好対照をなす。

· 　プレステージ ― 究極のレンジローバー・ラグジュアリーを表現。ビスポークのエクステリアに標準装備のユニークな19インチホイールとオプションの20インチホイール、光沢のあるメタル製ディテール、そしてほとんどすべてを革で覆った寛大なインテリアという内容。豪華な2トーンの配色が採用されており、プレミアムレザーが使用されツインニードル・ステッチが施される。ウッドとメタルのフィニッシュはいずれも本物。

· 　ダイナミック ― 20インチのホイール、専用のバンパー、シル、グリル、テールパイプがおごられ、より積極的で自信に満ちたスタンスを演出する大胆なエクステリア。穴あき加工が施されたレザーシートと、スポーティなディテールがあしらわれたプレミアムスポーツインテリアも含む。個性を演出するためのオプションとして、コントラストをなすルーフとスポイラーの色が用意される。

お客様はさらに、異なるデザイナー・インテリア、オプションパック、単体のアクサセリーアイテムを使って、これらのテーマを仕上げていくことが可能です。これにより、自分自身が選択した車をデザインしていくうえで、より自由を得ることができます。

まったく欠点のないデザイナー・インテリアはそれぞれが、色、金属、フィニッシュの独自のコンビネーションを持っており、革の感触やコントラスト・ステッチの色に至るまで味わい深くコーディネートされています。

さらに、これらのデザイナーテーマですら、インテリアフィニッシャーとして表面仕上げを施したメタルか本木目パネルかの選択により、お客様自身によってパーソナライズすることができます。
前例のない選択肢
選択範囲は車両のありとあらゆる箇所におよび、車をカスタマイズする上で前例のない機会を提供します。

車両のルックスに関連したアイテムを考えただけでも、オプションの範囲はこれほどまでに及びます。

●12種類のボディカラー

●3種の対比的コントラストをなすルーフカラー

●5種類のアルミホイールデザイン。サイズは18インチから20インチまでをカバー

●14種類のデザイナー仕上げのインテリア

●4種のメタルフィニッシュと2種のコンテンポラリーなウッドパネル

●3種のヘッドライナーカラー

●照明付きのトレッドプレート

●フルサイズの固定式パノラマ・ガラスルーフ

●ブラックもしくはクロームのルーフレール

オーナーはまた、レンジローバーのオフィシャルアクセサリーの非常に幅広いセレクションの中から選ぶこともできます。アクセサリーの幅は、エクステリアやインテリアのスタイリングだけでなく、実用面に関連した積載や牽引に関する装備などの包括的な選択肢を含んでいます。

追加可能なエクステリアスタイリング・アイテムとしては、光り輝くサイドプロテクション・シルチューブ、ボディサイド・デカール、着色されたホイールセンターなどの他、他の色（たとえば黒など）に仕上げられたアルミホイールを挙げることができます。一方、車内では、お客様はメタル製スポーツペダル、照明付きのアルミとクロームのトレッドプレート、異なる素材からなる多種多様なフットマットなどの装備から選ぶことができます。

スポーツのための装備や自転車を運びたいなら、ルーフ積載システムやキャリアの用意もあります。同様にフルトーイングキットと、トレーラーヒッチに取り付ける自転車キャリアもあります。

多用途なラゲージ積載システムは、ロードスペース・ストウェイジ・レール（荷室積載レール）の追加によって実現されます。これは原理的には、シートベルトと同様の方法で動作する慣性作動式ロックリールを備えたストラップが、ラゲッジエリア内のアイテムの移動を防ぐようになっています。

2. プレミアムな運転体験

新型レンジローバー・イヴォークは、ドライバーにスポーツ・ドライビングの躍動感、レスポンスに満ちたパフォーマンス、そして高度な洗練といったものの類い稀なバランスを提供するよう設計され、開発されています。

洗練された運転体験はレンジローバー・ブランドの価値そのものですが、そこにはイヴォークの大胆なコンセプトカー・デザインがもたらすエキサイティングな感覚と密接に結びついた、よりダイナミックでスポーティなキャラクターが加わっています。

チーフプログラムエンジニアのデイヴィッド・ミッチェルはこう説明します。「マーケットリサーチの結果、この車のターゲットカスタマーは、よりスポーティなドライビング・キャラクターに好感を持っている事がわかっています。このことは、レンジローバー・ブランドの重要な個性であるバランスと洗練を失うことなく、より魅力的な、一体感のあるドライビング・ダイナミクスを提供するよう我々を勇気づけてくれました。」

魅力にあふれた、スポーティなドライビング・ダイナミクス

イヴォークに望まれる躍動的なキャラクターを実現するためには、レンジローバーのDNAを進化させる必要がありました。レンジローバーのダイナミクスのスペシャリストたちは、まずは豪華なスポーツサルーンのDNAに共通するレンジローバー・スポーツのドライビング・ダイナミクスからスタートし、さらに俊敏で一体感の強いドライビングの提供を目指しました。

特に目標とされたのは、ステアリングの正確性と低速域における俊敏さを向上させることでした。典型的な都市部の運転環境で、よりレスポンスに満ち、運転するのが楽しい車に仕立てたかったのです。

イヴォークの、軽量で、コンパクトで、重心の低い特性は、より敏捷なキャラクターを得るうえで大いなる助けとなりましたが、目標としたレスポンスを得るためには、キーとなるエンジニアリング上の措置が必要でした。

レンジローバーのエンジニアは当初、シャシーシステムとボディストラクチャーの硬さを最適化することに焦点を合わせました。そしてサスペンション・コンポーネントと電動アシストパワーステアリング（EPAS）システムの細かなチューニングを行いました。

まずは完全独立式のサスペンションから始め ― 前後とも、トラベルが長いコイル・スプリングのストラットが装着されています ― リアサスペンションのジオメトリーを見直すことでリアのロールセンターを引き上げました。

可変レシオの速度感応式EPASシステムは、中立位置付近で即座に反応するようチューニングされ、正確性とリニアなキャラクターも磨かれました。正確性とステアリングフィールの改善をさらに強化するために、ステアリングラックはフロントのサブフレームに強固にマウントされました。

これらの変更によって俊敏性は大きく向上しましたが、レンジローバー・イヴォークのハンドリングレスポンスは引き続きドライバーを引き立たせるものであり、予測可能な感触も維持しており、神経質な反応はなにひとつ出ませんでした。

その一方で、長いトラベルを持つレンジローバーのサスペンションでは典型的な落ち着きや安定感といった特性をイヴォークにも受け継がせる必要がありました。そこでエンジニア達は、この車にボディ･モーションを見事に制御しボディ･ロールを最小限にとどめているレンジローバー・スポーツと同じ快適で一体感の高いライドを実現させるためのチューニングを施しました。

このようにサスペンションブッシュやスプリングとダンパーのレートを細かくチューニングしたことで、イヴォークのスポーティなキャラクターは快適性や洗練に妥協を強いることなくまとめることができました。

マグネライド™（MagneRide™）を擁するアダプティブ・ダイナミクス

レンジローバー・イヴォークのお客様には先進のマグネライド™（MagneRide™）連続可変ダンパーを用いた最新のアダプティブ・ダイナミクスを選択する機会が与えられています。

マグネライドダンパー ― 高性能スポーツカーにしばしば見られる装備です ― の採用によって、アダプティブ・ダイナミクス・システムは自信に溢れたキビキビとしたハンドリングと、しなやかで巧みに制御された乗り心地の最適のバランスを提供します。

マグネライド™ダンパーはソフト（コンフォート）とハード（スポーツ）の間で無限の可変ダンパーセッティングが可能です。磁性体を含んだ特別なダンパーフルードを使うことで作動し、磁界にさらされるとフルードの粘性が高まり、それゆえダンピングが増す構造となっています。

この技術によって、マグネライド™はより確かで安定したダイナミクスを提供し、ダンパーセッティングをより素早く、広い幅で変えることができます。

アダプティブ・ダイナミクス・システムは、車両の動きを少なくとも1000回／秒＊という速さでモニタリングしています。ドライバーと路面からの入力に対して事実上瞬間的に反応し、卓越した制御を行い、ボディロールを最小限に抑えることでバランスのとれたフラットな乗り心地を提供します。このシステムはオフロード・コンディションでも機能し、状況に応じてダンピングを最適化します。

ドライバーはテレインレスポンス・システム®を通じてダイナミックモードを選択することもできます。これはさらにしっかりとしたボディコントロールを行うダンパーセッティングに変更して、心が高まるハンドリングとシャープなレスポンスを実現するものです。

全天候、様々な地形に対応する走破性

レンジローバー・イヴォークは、このブランドのトレードマークとなっている全天候、様々な地形に対応する卓越した走行性能を備えています。より大きな兄弟車と同じく、このニューモデルは並外れた悪路走破性を誇り、それはランドローバーのシンボルともいえるテレインレスポンス・システム®によって強化されています。

標準で装着される4WDシステムは前後輪への駆動力配分を連続的に変化させる革新的でインテリジェントなフルタイム・システムで、電子制御のハルデックス®・センターカップリングを使用して、その時々の運転条件に対して最適なグリップとバランスをもたらします。

ハルデックス®・カップリングはレンジローバー・イヴォークの敏捷で反応に満ちた躍動的なキャラクターに合わせて特別に設定されており、またいかなる速度域においても運転が楽しくなるよう設定されています。

最新鋭のターボチャージド・エンジン

レンジローバー・イヴォークは最新鋭のターボチャージド・ガソリンエンジンを搭載しています。このガソリンエンジンはスムーズで反応の良いパワーを提供し、0－60mphに7.1秒で到達。4気筒の経済性と6気筒の動力性能の組合せを実現しています。

240bhp＊を発揮する2リッターSi4ガソリンエンジンは、直噴とターボチャージとツイン可変バルブタイミング機構を組み合わせ、並外れたドライバビリティと燃料効率を実現しています。

このSi4エンジンの高効率な燃焼システムによって、同じパワーの伝統的なより大きな排気量を持つガソリンエンジンに比べ、燃料消費とCO2排出を著しく低減させることができました。
また、このコンパクトなオールアルミ4気筒エンジンは同じアウトプットの従来型エンジンよりかなり軽量なのも特長です。たとえば、240 bhp＊の2.0リッターSi4ユニットは、ランドローバーの233 bhp　3.2リッター直列6気筒エンジンより約88ポンド＊（約40kg）軽量です。

その他のキーとなるエンジン技術としては、シートメタルによって形成されたユニークな排気マニフォールド（素早い暖機と排ガスの低減に貢献します）、ピストンリングやタペットに特別に施された低フリクション設計、最新の電子制御マネージメントシステムなどが挙げられます。

2本のバランスシャフトと最適化されたオールアルミのエンジン構造は、スムーズで洗練されたパフォーマンスに裏打ちされた卓越した完成度を約束します。

洗練され調和のとれたサウンドクォリティ

レンジローバーのエンジニア達は、あらゆる運転条件下においてイヴォークが洗練され調和がとれたサウンドクォリティを示すよう、細部にまでこだわった注意を払いました。先進的なコンピューター・シミュレーションや、音響カメラのような最新の分析機器を使用した念入りな最適化など革新的なテクノロジーを用いて、望ましくない音を特定し、取り除いてきました。

先進のガソリンターボおよびディーゼルの両エンジンは、本質的に静かでスムーズなのですが、さらにエンジンの搭載についても慎重な最適化を行っており、パワートレインが発する騒音のレベルを低減しています。望まれざる音のすべての源は隔離、あるいは排除され、その結果、全領域にわたって洗練されたサウンドクォリティを打ち立てることができました。

風切り音もコンピューターを使った流体力学上の分析や徹底的な風洞テストを通じて最小化されました。Aピラーやドアミラーの形状のようなキーエリアについては、開発のかなり早い段階で最適化しています。

また、より大きなレンジローバーで使用されている特別なアコースティック・ウィンドスクリーン・ラミネーションは風切り音をさらに低減させ、高周波の燃焼ノイズを排除することにも役立っています。

ロードノイズについては、硬く、軽量なアルミ合金のサスペンション・コンポーネントを使用し、同様にブッシュを慎重に最適化することを通じて包括的に管理しています。このような措置はボディシェルにある非常に頑丈なサスペンション取り付け部や、的確に配されたスプレー吹き付けによる遮音素材などと一体になって機能し、さらにNVHを最小化しています。

その他、ドアを閉めた時の音からスイッチやモーターが発するノイズにいたるまで、車両の中のすべての作動音は、すべての乗員にとって調和がとれたプレミアムなサウンドクォリティとなるよう、開発プロセスにおいて分析され、洗練されています。

デイヴィッド・ミッチェルはこう語っています。「レンジローバー・イヴォークがラインナップ上のより大きなモデルと同じ洗練の基準を満たすという事は、きわめて重大な意味を持っていました。ドライバーがこのニューモデルを体験した際に、彼らは楽々としたリラックスできる動力性能と、心が落ち着く室内環境という特徴的なレンジローバー品質を認識することでしょう。」

3. サステナブル（持続可能）な動力性能
新型レンジローバー・イヴォークは、ランドローバー社がサステナビリティ（持続可能性）に真剣であるという力強いメッセージと社会的適合性を持ちながら高い満足度が得られる製品を提供する決意を表明しています。

小さく、軽量で、より効率的な新型レンジローバーであるイヴォークは、より環境に優しい車に対して、ますます高まる消費者ニーズを捉えた車です。

デイヴィッド・ミッチェルはこう語っています。「イヴォークの環境性能の高さは、環境に対するインパクトを低減しようという包括的なアプローチから始まっており、それはお客様の使用期間だけではなく、車のライフサイクル全体を通して考えています。こういったライフ全体へのアプローチは、開発、生産、そしてライフエンドのリサイクルも考慮に入れてCO2の排出量を最小限に抑える最善の方法を考えることを可能とします。ですから、我々は最も効果的で、持続可能性の高い解決を見いだすことができるのです。」
過去最小のレンジローバー

より持続可能性の高いレンジローバーを作る最初のステップは、サイズを小さくすることです。LRXコンセプトに続くレンジローバー・イヴォークは、史上最も小さなレンジローバーであり、同レベルの豪華さと技術を維持しながら、大幅にコンパクト化され、それゆえ必要な設置スペースも抑えられています。

ボディの大きさをレンジローバー・スポーツとの比較によって説明すれば、イヴォーク･クーペ･モデルの全長は171インチ（434cm）と実に17インチ（432mm）も短くなっています。
またドラマチックなクーペ・ルーフラインのため、全高もレンジローバー･スポーツに比べ、クーペ･モデルで7インチ（178mm）、5ドア･モデルでも6インチ（152mm）も低くなっています。

より小さな車は、よりサステナビリティが高い車であり、イヴォークのコンパクトサイズはエンジニアに重量を可能なかぎり低減させることができるばかりか、空力性能を改善させ、生産するのに必要な素材の量も減らすことができます。

より効率的なアーキチェクチャーも、軽量で、高効率な4気筒ガソリンターボエンジンの恩恵を受ける機会を作り出します。このエンジンは卓越した動力性能だけでなく、燃料消費の最小化においても他をリードしています。

レンジローバー・イヴォークの省スペース性が、伝統的なレンジローバーの美点が犠牲となって達成されたものであるなら価値はありません。この車には広々としたインテリアのレッグルームがあり、ヘッドルームがあり、トランクは非常に実用的で、さらに高い走破性を誇るオフロード・ジオメトリーと地上高があります。

先進の軽量素材

重量を抑えることはレンジローバー・イヴォークの開発における第一の目標でした。そこでエンジニア達はこの車を史上最も軽いレンジローバーにするために、様々な先進的な軽量素材を採用しました。その結果、5ドアモデルの重量は3816ポンド＊（1731kg）からという軽さを達成しています。

重量を低減することは、良循環を作ります。車の一部分が軽くなれば、他の部分もより軽いコンポーネンツが登場することを可能にするなどといった循環です。全体の重量が落ちれば動力性能は改善され燃費とCO2排出量はともに著しく削減されます。

軽量化の技術はレンジローバー・イヴォークのボディシェルとシャシーを通じて見つけることがきます。それらを列記すると：

· スチールボディ・ストラクチャーの最適化。キーとなる高負荷部分にボロン／高張力鋼板を使用し、その比率は18％＊を超える。

· プラスチック製フロントフェンダーとテールゲート・アッセンブリー。

· アルミのエンジンフードとルーフパネル。

· マグネシウムのクロスビーム。

· アルミのフロント・ロワーコントロールアームとフロントおよびリアのサスペンションナックル

より小さな重量削減は、スマートなエンジニアリング上の決定によって、車両のあらゆる部分で達成されています。それらはアコースティック・ラミネーションが施された、従来よりも更に軽いウィンドスクリーン、より軽量なアルミホイールなどから軽量なレーザー溶接シートストラクチャー、最適化されたスプレー吹き付けによる遮音素材までに及びます。

まったく新しい軽量240bhp＊ 2.0リッター Si4エンジンは同じパワーアウトプットを持つランドローバーのi6エンジンより約88ポンド＊（約40kg）軽量です。

燃料効率の良いパワートレイン

レンジローバー・イヴォークに搭載された最新のガソリンエンジンには、燃料効率改善を提供する最新のパワートレイン技術が用いられています。

新型軽量2.0リッターSi4ガソリンエンジンには、低慣性のターボチャージャーとツイン可変バルブタイミング機構とともに、最新世代の高圧直噴技術が採用されており、例外的に高効率な燃焼システムを構成しています。

より大きな排気量を持ちながらも、パワーが同じ従来のエンジンと比べると、新しいSi4エンジンはCO2を最大で20％＊低減しています。

さらにレンジローバー・イヴォークは、最新世代のAW F-21 6速オートマチック・トランスミッションの恩恵も受けています。このトランスミッションはギアトレインの最適化や先進のアイドルコントロールのほかに、低粘度のトランスミッション・フルードの採用といった広範囲な改良を受け、動作効率が改善されています。
非効率の排除

レンジローバーのエンジニア達はイヴォークのあらゆる箇所から寄生損失を厳しく排除し、燃料消費を可能な限り低く抑えました。

努力の多くがドライブトレインに向けられた一方で、重要な改良が車を通じて施されました。キーとなる箇所は以下を含みます。
· シャシー ― 電動パワーアシストステアリング（EPAS）の採用と低転がり抵抗タイヤの採用

· 電装系 ― 車両が減速しているときに捨てられているエネルギーを回収するスマート・リジェネレーティブ・チャージング・システムと、ミスト感知式ヒーテッドウィンドスクリーンの採用

· インテリア ― エアコン用クラッチレス・コンプレッサーの採用

· ボディ・デザイン  ― 前面面積の低減とディテールの最適化による空気抵抗の削減

· エンジンの内部への低フリクション・コーティングの実施

· オートマチック・トランスミッション ― ギアトレインの最適化、先進のアイドルコントロール、低粘度トランスミッション・フルードの採用

サステナブル（持続可能）な素材の最大限の活用

車の環境に対するインパクトを最小限に抑える包括的な努力の一部として、レンジローバー・イヴォークはサステナブルな素材を最大限に使用するよう設計されました。

リサイクル素材は、可能なかぎり様々な場所に使用しています。それぞれの車には35ポンド＊（約16kg）のリサイクルプラスチック素材が使われています。

リサイクル素材が含まれているパーツには、次のものが含まれています：ヘッドライナー、センターコンソール、ホイールアーチライナー、エアクリーナー、クーリングファンとシュラウド、エアダクト、サイドアンダートレイ、パーセルシェルフ、エンジンカバー、サブウーファーボックス。

一方、革、コットン、ボール紙、ゴムのような高品質な天然素材や再生可能素材も広範に使われており、車両一台につき46ポンド＊（約21kg）にのぼります。重要な例としては、シート、インストルメントパネル、ドアの内張りに用いられている多量の革や、カーペットやボディの遮音材に使用されている天然素材があります。

リサイクル素材の使用に関する重要なイノベーションには以下のものがあります。

· ヘッドライニングやピラーに使用されている高品質なモリジヌ・ファブリックは、ボトルや繊維を原料とするリサイクルポリエステルから作られます。このファブリックにリサイクル素材を使うことによって66％＊のエネルギーの節約につながり、また生産において54％＊のCO2の低減となりました。

· 本物の金属によるインテリアフィニッシュは、すべてのモデルのセンターコンソールに使用されています。インストルメントパネル用ストリップは95％＊のリサイクルアルミニウムから作られており、生産に必要なエネルギーを著しく削減しました。

4. レンジローバー・テクノロジー

新型レンジローバー・イヴォークは、お客様が真のレンジローバーに期待する、包括的に取り揃えられたプレミアムテクノロジーの数々をお届けするよう設計・開発されています。ただコンパクトなパッケージに縮小されているだけなのです。

車をコントロールすること、快適であること、そして車内のドライバーとパセンジャーの喜びといったものを最大限にするために、イヴォークには魅力的で直感的に認識できるテクノロジーが数多く搭載されています。これらは通常、より大きく、高価なモデルと組み合わされるものです。

プレミアムなレンジローバーの装備の他に類を見ないラインナップは、車のコントロール、情報機器への接続性、快適性、利便性といった最新テクノロジーの数々で成り立っています。それには独自かつ個性的な機能や、驚異的に素晴らしい新しいメリディアン・ハイエンドオーディオシステムも含まれています。

デイヴィッド・ミッチェルはこう語っています。「イヴォークは完全なレンジローバー体験を提供します。しかし小さくパッケージされ、より身近な車です。新しいお客様の多くはより若く、テクノロジーに通じた方でしょう。所有することが真の歓びとなるプレミアムな装備の数々は、そういった彼らの期待をも凌駕していることでしょう。」

スマートで、直感的操作が可能な装備

ステアリングホイールひとつから、慎重に考え抜かれた操作と表示のシステムにおいてレンジローバー・イヴォークは際立った存在といえます。見た目はスタイリッシュで、配置はすっきりしており、最新の機能を備え、使いやすさを誇ります。

イヴォークの操作システムの中心には、高い賞賛を浴びたレンジローバーの8インチ（203mm）高精細タッチスクリーンディスプレイがあります。くっきりとして優雅なグラフィックスとシンプルで直感的なメニュー構造を持っています。

大きな8インチ（203mm）・タッチスクリーンは、オーディオ、ビデオ、ナビゲーション、電話といった幅広い機能の主要なコントロールとディスプレイとして機能します。スクリーンのグラフィックは正確に磨き込まれており、3Dボタンの印象を与え、微妙なクロームのディテールをともなって美しく点灯します。

ディスプレイのどちらか一方の横に配置されたシンプルなハードウェアキーが、画面ホームやオーディオ／ビデオ、ナビ、あるいは電話など、最も共通に使われるスクリーンへの便利なショートカットとして機能します。

そのタッチスクリーンを補完するものとして、5インチ（127mm）のフルカラーディスプレイが2つのインスツルメント・ダイヤルの間に配置され、たとえば気温、燃料の残量、ギアポジション、テレイン・レスポンス®のモード、クルーズコントロールなど、車両に関係する主要な情報を表示します。

その他の高い視認性を持つ操作系としては、シンプルなヒーティング、ベンチレーションおよびエアコン（HVAC）、ステアリングホイールに配置された2つの5ウェイ・トグルスイッチ、非常に洗練されたボイス・コントロール・システムがあります。これはクラスターディスプレイに“Say What You See（見たものを言ってください）”というメッセージが表示され、ドライバーがコマンドを入力するのを助けるというものです。

シームレスな接続性

テクノロジーに通じたお客様なら最新の接続インターフェイスが包括的なパッケージになって提供されていることを高く評価するでしょう。これのおかげで、車で移動している間、幅広いポータブルデバイスや携帯電話を楽しむことができます。

ハンズフリーフォンの使用はブルートゥース（Bluetooth）によって可能になります。互換性のある電話なら、車に装備されているハンズフリーフォン・システムを経由して通話することができます。電話は8インチ（203mm）のタッチスクリーンかステアリング上のスイッチを使って操作することができ、システムは最新の電話帳を自動でダウンロードしてくれます。ですので、電話をかけるのがシンプルで安全になります。

レンジローバー・イヴォークはまた、ブルートゥース®のオーディオ・ストリーミングもサポートしていますので、お客様は電話に保存されている音楽を楽しむことができますし、他のポータブルブルートゥース®バイスも車のオーディオを経由して楽しむことができます。

また、これらにもまして重要な接続性、つまりiPod®や他のポータブルMP3プレイヤー、あるいはメモリースティックについても、ダイレクトなiPod®用コネクター、USBソケット、AUXインプットなど含む入力端子の包括的な品揃えによって対応しています。iPod®については8インチ（203mm）のタッチスクリーンディスプレイ上で簡単に操作することも可能です。

唯一無二のイヴォーク

エクステリアの画期的なスタイルを引き立てるために、レンジローバーのデザイナーおよびエンジニア陣は、レンジローバー・イヴォークにひと味違う、特色あるテクノロジーを数多く投入しました。これによりイヴォークを所有する体験がよりいっそうクールなものとなりました。

イヴォークはキセノン･ヘッドランプを備えており、まず目にとまるのは、フロントのランニングライトの力強いシグニチャー・グラフィックです。これは革新的なLEDのライトブレード技術によって作られています。同様のグラフィックは素晴らしいリアのLEDランプでも反復されており、宝石のような3Dペタルデザインが採用されています。

夜間に車に近づけば、フロントドアに沿った大胆なレンジローバーのグラフィックを見つけることでしょう。これは“パドルライト”による照明で、ミラーから照らされています。
室内に入れば、さらに特別な仕掛けがあなたをもてなします。インテリアディスプレイとアンビエントライトが正確に構成されたスタートアップ動画とともに生き返り、一連の洗練されたグラフィックが登場します。スタイリッシュなソリッドアルミの回転式シフトセレクターがドライバーの手の中へ静かにせり上がり、“挨拶”を終えます。

LEDのアンビエントライトは、ほのかで正確な照明を室内に提供し、その色はドライバーが気分に応じて選ぶことができます。ダイナミックモードを選択すれば、スポーティな赤い配色がインパネのメーターとディスプレイと同様に、室内を満たします。

感動の締めくくりとして、初めてレンジローバーに装着されたパノラミックルーフを選択することができます。これはあらゆる方向の展望を提供し、いかなる旅行も特別な時にしてくれることでしょう。

巨大で、さえぎるものがないガラスパネルは、スタイリッシュなダークティントタイプで、強いソーラープロテクション機能を持つ特別な表面処理が施されています。追加のシェードやプライバシーが必要な際は太陽光反射コーティングが施された電動ファブリックサンシェードでルーフの全表面を覆うこともできます。

究極の聴いて観る喜び

オーディオマニアからすると、イヴォークはメリディアンのサウンドシステムを搭載する最初のレンジローバーということになるでしょう。メリディアンはオーディオ技術とデジタルサウンドプロセッシングの分野において世界的なリーダーといえる企業です。

このレベルのメリディアンのオーディオテクノロジーは次世代のレンジローバーが独占的に採用しており、同社のハイエンド・ホームオーディオに匹敵するサウンド品質が約束されています。

レンジローバー・イヴォークには2つのレベルのハイエンド・メリディアン・サウンド・システムが組み合わされます。380Wの11スピーカーシステムが標準装備される他、フルサラウンドサウンドを誇る、トップレンジの825Wの17スピーカーシステムがオプションで用意されています。両システムとも非常にシャープでクリアなサウンドクォリティを提供、最高出力はノイズ込み全高調波歪｛ぜん こうちょうは ひず｝み（THD+N）率0.2％がベースとなっています。 

サウンドの品質を最適化するために、最新のアンプがメリディアンの最新のデジタルプロセッシングテクノロジーと一緒になりました。どちらのシステムもメリディアンの高効率スピーカーが組み合わされています。このスピーカーには例外的な透明感とダイナミクスを表現するため、軽量なレア・アースマグネットのネオジムが用いられています。

さらに、レンジローバーとオーディオのスペシャリストであるメリディアンは、洗練されたメリディアントライフィールド・サラウンドステージング技術とDolby Pro® Logic IIxならびにDTS® Neo:6®を応用したAudyssey MultEQ® XTオーディオチューニングシステムを採用しました。これはキャビンの環境によって生じるいかなる不完全な要素もデジタル的に補正するイコライザー機器で、歪みのない正確で包み込むようなサウンドを全席に提供します。

そして、エンターテインメント系オプションを締めくくるのが、MP3デジタル・ミュージック・ファイル・ストレージ付のシングルCDプレイヤー、そしてハイパフォーマンス・ツイン・アンテナ・システム付FM／AM　Sirius®の各チューナーです。

リアシートのパッセンジャーに対しては、フロントヘッドレストに内蔵された8インチ（203mm）ビデオスクリーン、専用タッチスクリーンリモコン、そしてDVDレベルのサウンドクォリティを誇る素晴らしい最新の赤外線ワイヤレス・ヘッドフォンが、包括的なエンターテインメント・パッケージとして用意されます。

運転中のストレスを排除

レンジローバー・イヴォークには最新の世代の賢いドライバー・アシスタンス・テクノロジーが装着されています。これは今日の混雑した運転環境において、運転者を可能なかぎり安全、かつストレスフリーに保つことを助ける技術です。

重要なテクノロジーには以下のものが含まれます。

· サラウンド・カメラシステム ― レンジローバーの象徴ともいえる装備のひとつで、システムは車両の周囲に目立たないように設置された5台のデジタルカメラを使い、360度の車両周囲のリアルタイム画像をタッチスクリーンディスプレイに表示します。ドライバーはその時々の運転の状況に応じて、カメラの画像を独立で表示させることも、組み合わせで表示させることもできます。リアカメラはトレイラーを引っかけたり、外したりするのをアシストするために使用することもできます。またテールゲートのカメラは、後退用のカメラシステムの一部として独立して使用できるようにも設計されています。その場合、カメラが捕らえたイメージはタッチスクリーンに表示され、現在の車両の曲線を表示したり、固定物との距離を示す特別なグラフィックを表示したりするようになっています。

· アダプティブ／オート・ディッピング・ヘッドライト ― イヴォークでは、アダプティブ機能付キセノンヘッドランプが用意されています。これは路上のカーブを追う機能で、きついカーブでは追加のライトが点灯するようになっています。オート・ディッピング機能は周囲のライトレベルを察知し、こちらに向かってくる交通があれば、ハイビームとロービームを自動で切り替えるものです。

快適性と利便性を追加

これらの小さなエクストラ機能は、毎日の運転で快適さや安楽さに明確な差をもたらします。レンジローバー・イヴォークには気の利いた、適切な機能が幅広く用意されており、車の所有を心から楽しいものにしてくれるでしょう。

快適性と利便性を広げるテクノロジーには次のようなものが含まれています。

· フロントスクリーン、シート、ステアリングのヒーター機能 ― 寒い冬の朝には、イヴォークはヒーター付きのフロントスクリーンで利便性と安全性が提供します。さらに、メモリー機能とヒーターが付いたフロントシートとヒーター付きステアリングで快適性も上がります。

· キーレスエントリーシステムと電動テールゲート ― レンジローバー・スマートキー・システムはキー不要のエントリーとエンジン始動を実現します。電動テールゲートは、キーフォブを使ってのリモコン操作で開けられ、実用性が追加されます。

· ハードディスクドライブ・ナビゲーション・システム ― サテライトナビゲーションシステムをベースとした最新世代のハードドライブがイヴォークには用意されています。また、クラスターディスプレイに表示されるターン・バイ・ターン案内という先進の機能性も備わっています。

5.　レンジローバー・エンジニアリング

新型レンジローバー・イヴォークは、レンジローバー・ラインナップ中のより大きなモデルと同じ厳しい基準の下で設計および開発され、テストされました。

そして、ボディとシャシーシステム、4WDドライブトレイン、あるいはマルチテレイン・テクノロジーに関する40年以上に及ぶ専門的なノウハウはいずれもイヴォークに採用されています。これにより洗練された動力性能だけでなく、ブランドの特徴となっている全天候と全路面における高い走破性を実現しています。

デイヴィッド・ミッチェルはこう語っています。「レンジローバー・イヴォークは、オンロードにおいてスポーティでファン・トゥ・ドライブなハンドリングを発揮するよう調整されていますが、変化に富んだ地形でも落ち着いていることでしょう。特許を得ているテレイン・レスポンスやヒル・ディセント・システムのような素晴らしいテクノロジーによって、イヴォークは前進が厳しい状況になった際にユニークで競争力のある優位性を発揮することになるのです。」

まったく新しいストラクチャーとサスペンションシステム

レンジローバー・イヴォークは、まったく新しいストラクチャーとサスペンションシステムを特徴としています。これらはオンロードとオフロードの両方で卓越したダイナミクスを発揮するように開発されたものであり、それでいてオリジナルLRXコンセプトカーの目を見張るほど素晴らしいスポーティなプロファイルをそっくり引き継いでいます。

並はずれて強固でありながら軽量なスチールモノコックのボディストラクチャーが、類いまれな剛性と洗練を発揮し、しかし一方では優れた衝突性能を発揮するよう開発されました。ストラクチャーは最新のコンピューター・マルチディメンション・シミュレーション・ツールを使って最適化され、負荷が集中するエリアには高張力鋼と超高張力のボロン鋼を全体の18％＊使用しています。

この非常に安定したストラクチャーに搭載されたレンジローバー・イヴォークの完全独立型のサスペンションシステムは、前後のコイルスプリング・ストラット、前および後の各々独立したサブフレームを有しています。
しなやかなでトラベルが長いサスペンション・デザイン、大径のガスダンパーストラット、極めて硬い独立構造のサブフレームといったものすべてが、イヴォークの巧みに制御された吸収力のある乗り心地に貢献しています。そしてそれは走行困難な悪路においても多大な自信となるのです。

強靱で安定したセーフティセル

レンジローバー・イヴォークの最適化されたスチールストラクチャーは、信じられないほど強く安定したセーフティセル部分を使って乗員を守ります。もちろんこれは、エアバッグやシートベルトなど包括的なシステムによって補完されます。

超高張力のボロンスチールがAピラー、Bピラー、サイドシルなどを含むクラッシュセーフティセルの重要な部分に使用され、衝突時に変形するのを防ぎます。

乗員の安全装備パッケージには、ドライバー／パセンジャー・エアバッグ、ニー・エアバッグ、サイドカーテンと胸部向けのエアバッグを含む拘束装置によって慎重に最適化されています。

また、歩行者に対する安全性には非常に高いプライオリティが置かれました。構造物による潜在的な傷害の危険性を最小限にするために、フロントエンド、バンパー、ボンネット、カウルエリアのデザインを集中的に最適化しました。

パワフルで洗練されたブレーキシステム

レンジローバー・イヴォークは、あらゆる条件下で自信をもって止まれるよう、パワフルな4輪ディスクブレーキシステムを備えています。大径のブレーキディスクは余裕ある耐熱特性を備えており、強力でフェードの心配のない制動能力を誇っています。これはプレミアム・スポーツサルーンに匹敵するものです。

より大きなレンジローバーと同様に、イヴォークには便利で役に立つ電動パーキングブレーキが装着されています。センターコンソールにあるスイッチを使って操作し、車両が動き出せば自動で解除されるようになっています。

ブレーキシステムは最新の世代の電動アクティブセーフティ・システムによって補完されています。その機能は以下のものを含んでいます。

· アンチロック・ブレーキング・システム（ABS）

· エレクトロニック・ブレーキフォース・ディストリビューション（EBD）

· エマージェンシー・ブレーキ・ライト（EBL）

· エマージェンシー・ブレーキ・アシスト（EBA）

· コーナー・ブレーキ・コントロール（CBC）

コーナー・ブレーキ・コントロール機能は、コーナーの中でブレーキをかけたとき、車体後部が不安定になることを防ぐよう、慎重にセッティングされています。このシステムは4輪すべてに対して、横方向のブレーキバランスを最適化するもので、ドライバーが意図したラインを車が進むことを助けます。

最新のトラクション＆スタビリティ・システム

アクティブセーフティ性能は、最新のトラクション／スタビリティ・システムの包括的な働きによって強化されます。これは、運転可能なあらゆる領域で安定性と安全性を最大限に引き出す、マルチテレイン・パフォーマンスに対するレンジローバーのノウハウを駆使して設計されています。

システムの中心には、洗練された電子制御コントロールユニットがあります。これが常に車両を監視し、個別に制動力とエンジントルクを調整してハンドリングを最適化し、また極端な走行環境においてもドライバーが車両をコントロールできるように最適化します。

コントロールユニットは、個々のタイヤの速度、コーナリングヨーレート、縦方向と横方向の加速度、車両の走行速度、ギアとクラッチの状態、ブレーキ圧、スロットルペダルの位置、またはヒル・ディセント・コントロールやテレイン・レスポンス®・システムの設定などといった、広くバラエティに富んだインプットを考慮に入れ、演算しています。
また車両のレスポンスに富んだオンロードハンドリングを実現するために、レンジローバー・イヴォークにはダイナミック・スタビリティ・コントロールとロール・スタビリティ・コントロールが洗練されました。これにより、コーナリング性能とスタイビリティが強化されました。

またイヴォークには新しいヒル・スタート・アシスト機能が備わっています。これはブレーキを数秒間ホールドする機能で、ドライバーが坂道からスムーズで安全に脱出することを助けるものです。またトレーラー・スタビリティ・アシストが牽引時の安全性を改善します。

トラクション／スタビリティ・システムの組み合わせは以下のとおりです。

· ダイナミック・スタビリティ・コントロール（DSC）

· ロール・スタビリティ・コントロール（RSC）

· トラクション・コントロール・システム（TCS）

· トレーラー・スタビリティ・アシスト（TSA）

· ヒル・スタート・アシスト

· ヒル・ディセント・コントロール（HDC）とグラディエント・リリース・コントロール（GRC）

· エンジン・ドラッグ・トルク・コントロール（EDC）

ユニークなマルチテレイン・テクノロジー

すべてのレンジローバーと同じように、レンジローバー・イヴォークにはオンロードとオフロードのチャレンジングな状況において、動力性能と安全性を最大限に引き出すユニークなテクノロジーが注ぎ込まれています。
まず重要なテクノロジーがテレイン・レスポンス®です。これは車両のエンジン・レスポンス、ギアボックス、センターカップリング、ブレーキおよびスタビリティ・システムを調整し、地形の状況に合わせ、駆動力を最大限に引き出しながら、ドライバビリティと快適性を最適化します。

レンジローバー・イヴォークのテレイン・レスポンス®には4つのセッティングがあり、センターコンソールのスイッチを使ってコントロールすることができます：「ジェネラル・ドライビング」（オンロードと楽なオフロード）、「グラス／グラベル／スノー」（滑りやすいコンディションのオンロードとオフロード）、「マッド・アンド・ラット」、そして「サンド」です。追加の「ダイナミック」モードは、アダプティブ・ダイナミクスを選択した車両に付いてきます。

急勾配での安全性とコントロール性を最適化するために、イヴォークにはヒル・ディセント・コントロール（HDC）とグラディエント・リリース・コントロール（GRC）が装着されています。HDCはアンチロックブレーキを使って、ダウンヒルにおいて速度を自動で抑制してくれる機能です。これがパフォーマンスに改良を受けて内容が強化され、ドライバーが狙う速度へより簡単に到達できるようになりました。GRCはHDCにリンクしており、きつい坂ではブレーキのリリースを徐々に行い、最大限のコントロールを目指します。

限界までテストを実施

そのコンパクトなサイズとコンセプトカーのようなルックスによって、レンジローバー・イヴォークは明らかに新しい種類のレンジローバーといえます。しかしより大きなレンジローバーとまったく同じ過酷なテストと開発態勢がとられました。

開発車両のすべてに、12ヵ月におよぶ過酷なテストが課されます。何百万マイルという距離を走り、すべてのレンジローバーと同じ頑強さと様々な地形に対応する走破性の基準を満たさなくてはなりません。

広範囲を移動するエンジニアのチームが、極端な気候や様々な路面、そして高度を求め、世界20ヵ国以上を旅しながら全身全霊、精魂を傾けてプロトタイプ開発とテストを行います。ヨーロッパとカナダの凍る極地から焼けるように暑くホコリっぽい中東とアメリカの砂漠、ヨーロッパのアウトバーン、そして東京の街中とイヴォークは地球が投げかけてくるあらゆる要素に対して実証を行っています。

トータルで、1万6,700を超えるテストがあらゆるコンポーネントとシステムを通じて行われる予定です。最も過酷なテストの一例を以下に挙げてみましょう。

· レーシングドライバーによってニュルブルクリンクを5,000マイル（8,000km）の全開、ノンストップの走行を行います。シャシーとブレーキコンポーネントのテストを限界まで実施。パワートレインと冷却システムもチェックします。

· 中東での砂漠で、1ヵ月集中して耐久性テストを行います。猛烈な暑さの中、過酷なダートを走行し、砂地のオフロード走行やきつい傾斜のテストを実施します。

· イーストナー・キャッスルにあるランドローバー・テスト・センターのテストコースの深い泥濘地や粘土質の道や、MIRA、ゲイドンの耐久周回コースなどの道を何千キロにもわたって走ったり、深い水をわたったり、戦車や装甲車が挑むように設計された軍用テストコースの轍を超えたりと悪名高いオフロード・テストサイクルを走破します。
6. イヴォークの発表
2011年の夏に新型レンジローバー・イヴォークの量産体制が整うころ、革新的な発表キャンペーンが進行中で、潜在的なお客様にメッセージを送り続けているだけでなく、この新型車に対する世界的な注目を高めていることでしょう。

初期のバズ（口コミ）の大部分は、一連のインタラクティブ・イベントを通じて世界の観衆にリンクした、レンジローバーによる“パルス・オブ・ザ・シティ”というキャンペーンの周辺に形作られてきました。

ランドローバーのグローバル・ブランド・ディレクターのジョン・エドワーズはこう説明しました。「コンパクトなサイズとグリーンなパフォーマンスのおかげで、イヴォークにとって都市部は完全なるホームグランドと言えます。我々のパルス・オブ・ザ・シティ・プロジェクトは、車の発表に都市の居住者たちを巻き込んでいく素晴らしい方法です。」

パルス・オブ・ザ・シティ
パルス・オブ・ザ・シティ・キャンペーンとは、世界の主要都市での生活を賛美するために、ソーシャルメディアやインタラクティブなオンライン活動と連動しながら、世界中の参加者を巻き込んで展開していくものです。

iPhoneやアンドロイド端末で利用可能な無料のパルス・オブ・ザ・シティ・アプリケーションを使用し、参加者は世界の重要都市を横切った足跡データを、ユニークかつ美しいかたちで可視化することができます。

このキャンペーンは、40人を超える“シティ・シェイパー”と呼ばれる人々からの（作品の）寄与を特徴としており、そこにはデイジー・ロウ、ヘンリー・ホーランド、ソランジュ・ノウルズ、ジョージ・ラム、ジェシカ・シュワルツ、ジョシュ・ルビン、ディラン・ジョーンズといったファッション、デザイン、音楽、映画の各分野で影響力のある人物たちが名を連ねています。ランドローバーは、接続している観衆の間で新型イヴォークへの注目が高まるよう、こういった影響力を持つ人物たちとプロジェクトを進めているのです。

イヴォークの発売の時期には、“シティ・シェイパー”たちは自分たちの都市での行路（ジャーニー）をトレースするために、このアプリケーションを使うことになります。ルートはその行程についてのコメントやお気に入りの場所、地元のホットスポットとともにhelloevoque.comにアップされ、彼らの都市環境に対応した生きたインタラクティブガイドを生成します。

他の参加者は、自分たちの行程を記録して掲示することにより、会話に加わることができるようになります。

都市のポートレートが進化する
パルス・オブ・ザ・シティ・プロジェクトが進展するにつれ、レンジローバーはシティ・シェイパーとアプリケーションのユーザーに、彼らと都市とのつながりについて、より詳しく問いかけるようになるでしょう。“あなたの街について何を感じますか”とか“今日、あなたの街の人たちは何を話していますか”といった質問が参加者に投げかけられ、その返事はそれぞれの都市風景の進化するポートレートを構築することになります。

グラミー賞を受賞したロサンゼルスを拠点とするロックバンド、OK Go（オーケー・ゴー）は、行路を記録した最初のシティ・シェイパーでした。LAの道を8マイル、OK Goという文字を綴るようにミュージカルパレードの旅に出ました。

パレードの写真やビデオだけでなく、世界中の“シティ・シェイパー”や“パルス・オブ・ザ・シティ”アプリケーションのユーザーが提出したGPSログデータや他の写真、映像は、OK Go（オーケー・ゴー）のイベントのユニークな記録として、まもなく特別なフィルムに編集される予定です。

このプロジェクトの後半のステージでは、それぞれの“シティ・シェイパー”が、自分の好みに合うようにイヴォークをパーソナライズして、彼らの地元都市でのライフスタイルの一部として車両を使用することになります。

ワイヤーフレームの彫刻

発表キャンペーンのもうひとつの要素として、レンジローバー・イヴォークの素晴らしいワイヤーフレーム製の彫刻が、様々な有名な都市のロケーションで人々に車を紹介するために使われてきました。

最初の10個の彫刻は、パリ・モーターショーでの全世界初公開にちなんで、このフランスの首都の主要な場所に展示され、人々の関心をそそり、好奇心を喚起する役目を果たしました。

そのうちの4個は、アンドレ（AKA ムッシュ A）、ジャン・シャルル・ドゥ・カステルバジャック（JCDC）、サーフェス・トゥ・エア、そしてヨルゴ・・トゥルーパス（Yorgo Touplas）といった有名なパリのアーティストたちによって、ユニークなストリート・アート・インスタレーションに作り変えられました。これらのインスタレーションはまずはパリ・ファッション・ウィークで披露され、ラグジュアリー、デザイン、サステナビリティ（持続可能性）、テクノロジーという、車両の主要な側面を示すテーマにフォーカスが当てられていました。

パリ・モーターショーの後、10個のワイヤーフレーム彫刻は世界中の主要都市に送られました。これにさらに30個が追加され、合計40個のワイヤーフレーム製イヴォークが、場所を転々と変えながら大きな関心を惹きつけています。

彫刻はこれまで、シドニーのオペラハウス、ミラノ・ファッション・ウィーク、カリフォルニアのサンタ・モニカ・ビーチ、エジンバラ城、モスクワのソリャンカ・ギャラリー、またはブラジル・サンパウロのファッションウィークなど様々な場所でバズ(口コミ)を作り出してきました。

ワイヤーフレーム製イヴォークの旅の模様はレンジローバーによって、彫刻の素晴らしい映像とともに地元のソーシャルメディアサイトやブログに記録されてきました。

注）＊　記載のデータはメーカーテスト値であり、実際値と異なる場合があります。
＃＃＃

1948年以来、ランドローバーは真の「breadth of capability（幅広い能力）」を象徴する本格的な４WDを生産しています。モデルレンジはディフェンダー、フリーランダー２、ディスカバリー4、レンジローバー・スポーツ、レンジローバー・ヴォーグで、生産量の78％が世界140カ国に輸出されており、各々が世界の4X４セクターを規定するモデルとなっています。ランドローバーは8,500名を雇用、また、そのサプライチェーンによって支えられる4万以上の職を支援しています。
ランドローバーは環境に対する責任を真摯に受け止めています。全モデルで排ガスを低減し、ジャガーとともに、CO2削減に特化した技術の開発に8億ポンドを投じています。2006年以来、ランドローバーの生産活動ならびに英国のランドローバー車のオーナーがランドローバーを走行させることによって発生したCO2は、クライメート・ケアTM社によって運営されている産業界で有数のオフセット・プログラムを通じて相殺されています。
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